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第１章 計画策定の概要 

１ 計画策定の趣旨 

近年、急速に進行する少子化や都市部を中心とする待機児童の増加など、家庭環境や地

域における子育てをめぐる環境の著しい変化の中で、これらの変化に対応すべく子育て環

境の整備が求められています。 

そのため、国においては、平成24年８月に「子ども・子育て支援法」をはじめとする子

ども・子育て関連３法を成立させ、次の世代を担う子どもたちが健全に成長できる社会を

目指すこととしました。 

平成27年度からこれらの法に基づく「子ども・子育て支援新制度」が開始されるにあた

り、市町村を実施主体として幼児期の教育・保育の量的・質的確保及び地域における子育

て支援の充実を図るために平成27年３月に「子ども・子育て支援事業計画」（以下「第１

期計画」という。）を策定しました。 

米子市では、これまで次世代育成支援行動計画（後期計画）において、「安心して子ど

もを生み育てられ、子どもがいきいきと個性豊かに育つまちの実現」を基本理念とし、市

民、関係機関・団体、行政など多様な主体が協働で子どもの成長過程を総合的に支援する

施策を推進してきました。 

この行動計画の根拠法である「次世代育成支援対策推進法」が10年延長されたことから、

新制度への移行後も、この基本理念を継承しつつ、これまでの取組を適切に評価し、関係

分野との連携を深めながら、より実効性の高い子ども・子育て支援の実施に向けたまちづ

くりの推進を目指します。 

この計画は、５年を１期として、５年ごとに策定するものとされています。この度、令

和元年度で「第１期計画」が最終年度を迎えることから、第１期計画を継承しつつ、引き

続き計画的に施策を推進するため「第２期計画」を策定しました。 

２ 計画の位置づけ 

（１）法的位置づけ 

この計画は、子ども・子育て支援法（平成24年８月成立）に基づき、幼児期の教育・保

育及び地域の子育て支援について、年度ごと、区域ごとのサービスの量の見込みと確保の

方策を定める計画です。また、同時に次世代育成支援対策推進法に基づく次世代育成支援

行動計画の後継として位置づけています。 

（２）関連計画との関係 

この計画は、母子保健や児童福祉、教育や労働等の子どもの育ちや子育て支援に関する

様々な施策を推進するものであり、米子市総合計画をはじめ、市の関連する諸計画との整

合性を図りながら作成しました。 
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３ 計画の期間 

子ども・子育て支援事業計画は、５年ごとに策定されるものとされていることから、第

２期計画として令和２年度から令和６年度を計画期間とします。 

なお、本計画に基づく施策の進捗状況について、年度ごとに点検・評価を行います。 

４ 第２期計画の策定体制と策定経過 

（１）ニーズ調査の実施 

本計画を策定するにあたって、子育て中の保護者の意見やニーズを反映した計画とする

ため、平成30年度及び令和元年度において、出生に伴い児童手当の手続きに来課する保護

者並びに認可施設及び私学助成幼稚園の年長児の保護者2,571人を対象として、「一時預

かり事業」、「地域子育て支援事業」及び「放課後児童健全育成事業」のニーズに係るア

ンケ―トを実施しました。 

（２）米子市子ども・子育て会議での審議 

本計画に子育て当事者等の意見を反映するとともに、子ども・子育て支援新制度の施行

に向け、様々な検討を進めるため、学識経験者、公募市民、保護者代表、子ども・子育て

支援に関する事業に従事する者、関係行政機関の職員で構成する「米子市子ども・子育て

会議」において、計画の内容等について審議を行いました。 

なお、本計画の改訂にあたっては、引き続き、本会議で内容等の審議を行います。 

（３）パブリックコメントの実施 

本計画の素案を市役所等の窓口及びホームページで公表し、広く市民の方々から意見を

聴取するパブリックコメントを実施し、計画策定に反映しました。 

５ 計画の対象 

概ね18歳までの子どもをはじめ、その家族等を計画の対象とします。 

  

令和 

2年度 

令和 

3年度 

令和 

4年度 

令和 

5年度 

令和 

6年度 

点検・評価 
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６ 中間見直し 

（１）中間見直しの考え方 

本計画は、計画期間（令和２年度から令和６年度まで）の中間年（令和４年度）を目安

として、必要な場合には、計画の見直しを行うこととされています。 

中間見直しは、従来、計画の１か年目及び２か年目の実績及び傾向を踏まえて検討する

ところですが、令和２年度及び令和３年度は共に新型コロナウイルス感染症の影響により、

実績や傾向が本来の需要に伴うものかどうかを判断することが難しい状況でした。 

そこで、中間見直しでは、平常時と利用状況が異なる状況であった事業及び利用を希望

する方が利用することができる状況であった事業については、見直しを行わず、当初の計

画のままとし、平常時と利用状況が大きく変わっておらず、かつ、本計画と実際の利用状

況に差が見られる放課後児童健全育成事業についてのみ見直しを行うこととし、当該事業

についてニーズ調査を行いました。 

（２）ニーズ調査の実施 

ニーズ調査は、コロナ禍の中でもあることから非対面で行うこと、可能な限り多くの当

事者から意見を集約することを念頭に、電子申請を使用したアンケート調査の方式で、米

子市内の小学校に通う児童の保護者（約5,800世帯）を対象として実施しました。 

また、放課後児童健全育成事業の他にも、放課後等の子どもの居場所づくりの整備が求

められている状況を踏まえ、同様の方式により、米子市内の小学校に通う児童（7,843人）

に対してもニーズ調査を実施しました。 

（３）見直し項目及びその主な内容 

このニーズ調査の結果等を踏まえ、下記の事項について見直しを行いました。 

第２期米子市子ども・子育て支援事業計画の中間見直し項目及び主な内容 

 

第２章 計画期間において取り組む重点目標 

・「２ 基本的な考え方」に米子市が取り組む事項を追記しました。 

・「４ 重点目標に対する取組」及び「５ 重点目標の達成に向けた公立保育所の方向性」を最

新の内容に更新しました。 

 

第３章 本市の子ども・子育てを取り巻く環境 

・「１ 年齢３区分別人口、出生数の推移、就学前人口の推移」及び「２ 市内の幼稚園及び保

育所の利用状況」の各種データを最新の内容に更新しました。 

・「３ 第１期計画の実施状況」に令和元年度実績値を追記しました。 
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・「４ 市民の子育て支援ニーズ」に中間見直し時の調査の概要と主なニーズ結果を追記しまし

た。 

 

第４章 子育て支援事業に係る量の見込み等 

・令和２年度及び令和３年度における教育・保育の量の見込みに対する確保方策の実績値を追

記しました。 

・令和５年度及び令和６年度における放課後健全育成事業の量の見込みと確保方策を見直しま

した。 

・各種地域子ども・子育て支援事業の令和元年度から令和３年度までの実績値を追記しました。 

 

資料編 

・米子市子ども・子育て会議の審議内容について、第 31回以降を追記しました。 

・米子市子ども・子育て会議委員名簿を更新しました。 

・令和４年度実施のニーズ調査（中間見直し時実施分）結果概要を追記しました。 

・参考データを最新の内容に修正しました。 

 

その他 

・全体的に、章立てや文章、図表類の配置を見直し、字句の加筆修正を行いました。 

（４）米子市子ども・子育て会議での審議 

中間見直しに当たっては、計画策定時と同様に、「米子市子ども・子育て会議」におい

て、見直し内容について、審議を行いました。 

（５）パブリックコメントの実施 

計画の見直し案を市役所等の窓口及びホームページで公表し、広く市民の方々から意見

を聴取するパブリックコメントを実施し、計画の見直しの参考としました。 
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第２章 計画期間において取り組む重点目標 

（計画の基本的な考え方） 

１ 基本理念 

 

２ 基本的な考え方 

米子市の子ども・子育て施策に関する基本理念である「安心して子どもを生み育てられ、

子どもが心豊かにのびのびと成長できるまち、よなご」の実現に向け、子ども・子育て支

援法に明記されているとおり、保護者が子育てについての第一義的責任を有するという基

本認識のもと、家庭、地域等社会のあらゆる分野において各主体がその役割を果たしなが

ら、相互に協力・支援をすることで一人ひとりの子どもが健やかに生活できる社会の実現

を目指す。 

その実現に向け、米子市は、本計画に基づき、地域子ども・子育て支援事業等の総合的・

計画的な実施、子ども・子育て支援の円滑な利用等のための援助・調整等及び子ども・子

育て支援の提供体制の確保に取り組む。 

３ 重点目標 

医療・保健・福祉・教育等、子どもを取り巻く関係機関同士が連携しながら、妊娠、出

産、子育てと成長とともに変化する状況に寄り添う支援・相談体制を整備することで、妊

娠期から学齢期にわたり切れ目なく子育て世代を支援することを重点目標とする。 

４ 重点目標に対する取組 

（１）切れ目ない支援体制の構築・運用 

ア 教育・福祉の分野の違いを越えた一体的な支援 

→全ての子どもが安心して健やかに成長できるよう、家庭、学校、地域など米子市全体で力を合わせて

子どもの成長過程全体を支援する。 

【主な取組】 

・「こども総本部」の設置による子どもに関する福祉保健施策と教育施策の総合的かつ一体的な推進 

安心して子どもを生み育てられ、 

子どもが心豊かにのびのびと成長できるまち、 

よなご 
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イ こども総合相談窓口の運営 

→全ての子どもと保護者に寄り添い支援する。 

→関係機関との連携をコーディネートする。 

【主な取組】 

・こども総合相談窓口での子育て相談の充実 

・保健、医療、福祉、教育の関係機関との連絡調整の充実 

ウ 幼稚園、保育所、認定こども園等と小学校の連携強化 

→情報交換の機会を設け、小学校への移行を支援する。 

→職員の交流によりお互いの環境ややり方に理解を深め、日々の教育・保育をすり合わせる。 

【主な取組】 

・保育施設等と小学校の間において、就学に係る情報共有を効率的、効果的に行うシステムを構築し、

切れ目ない支援体制を整備 

・保護者、保育施設等、教育関係機関などとの情報交換による引継体制の充実 

・オープンスクールによる環境変化へスムーズに対応するための支援 

・１年生アドバイザーの保育施設等への訪問による現状把握及び小学校への訪問による個別支援と学級

全体の支援等の助言 

エ 子育て支援センターの充実 

→地域の子育て支援の拠点として、子育てに関する相談・情報提供を行い、子育ての不安感・孤独感を

緩和し、子どもの健やかな育ちを支援するとともに、身近な地域での親子の交流を通して、子どもだ

けではなく、親も地域の支えを得ながら、安心して子育てができるよう整備を図る。 

【主な取組】 

・市全域において、身近な地域で子育て親子が支援を受けられるよう、施設を配置する。 

・情報提供や保護者間の交流による子育て不安の解消 

・親子で参加できるイベント、講習会開催による子育ての負担軽減 

（２）発達支援体制の強化 

ア 支援体制の構築 

→乳児期から小・中学校・高校及び成人に至るまで、発達障がいをはじめ障がいのある子ども達への切

れ目ない支援体制を構築する。  

妊娠 出産 子育て・学齢期 

保健 

医療 

福祉 

教育 こども総合相談 
包括支援 

切れ目ない支援 
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イ 全員対象に 5歳児健診 

→発達などで課題のある児童を、早期発見・早期支援する。就学を支援する。 

→５歳児健診後のフォロー体制の充実を図る。 

ウ 専門職員の配置 

→発達支援員、臨床心理士、保健師及び教員を配置し、多様なニーズに対応する。 

→専門性の高い分野との連携を強化する。 

【主な取組】 

・５歳児健診や医療機関・保育施設等との連携による発達に課題のある児童の早期発見・早期支援 

・５歳児健診実施後の保育士、臨床心理士及び教員等による相談支援体制の充実 

・教育関係機関との連携、調整による、就学前後の支援体制の強化 

・保育施設等への巡回相談、保護者からの個別相談、医師による発達相談、ペアレントトレーニング、

就学相談、移行支援（入学前後の保護者、保育施設等、教育関係機関などへの支援） 

・様々な障がいのある児童の特性に応じた支援 
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（３）米子市における子育て世代包括支援体制 

  

地域子育て支援拠点(子育て支援センター) 

・子育てひろば支援センター 

・弓ヶ浜子育て支援センター 

・福原子育て支援センター 

・よどえ子育て支援センター 

・新開子育て支援センター 

・キッズタウン子育て支援センター 

・みのかや子育て支援センターたんぽぽ 

こども政策課 

子育て施策に関する企画調整 

青少年の健全育成（少年育成センター） 

教育委員会の政策調整 

こども施設課 

公立保育所の運営 

なかよし学級・放課後児童クラブ 

児童館・児童文化センターの運営 

公立小中学校の運営 

学校教育施設の整備及び維持補修 

障がい者支援課 

・相談支援事業所 

（障害児者支援 

利用計画） 

福祉保健部 
健康対策課 

・心の相談 
・保健師による 

相談支援 

・児童相談所 ・医療機関 ・鳥取県教育委員会 

・教育・保育施設 ・乳児院 ・児童養護施設 

・福祉サービス事業所                等 

外部機関 

(発達支援担当） 

・妊娠届受理 ・家庭訪問 ・母子手帳交付 

・マタニティー・ベビー相談 ・乳児訪問 

・すくすく相談 ・新生児・産婦訪問 

・医療的ケア児 ・産後ヘルプサービス 

・産後ケア（ショートステイ・デイケア） 

・ステップ健診 ・のびのび親子教室 

・乳幼児健診各種 

・保育施設等への巡回相談（定期・随時） 

・保護者からの個別相談対応 

・医師による発達相談 

・なるほど子育て術（ペアレントトレーニング） 

・就学相談 

・移行支援 

（入学前後の保護者、保育施設、学校等への支援） 

乳幼児期 学齢期 
（18歳未満） 

妊娠期 

妊産婦・児童・児童の家庭・関係者 

（こども総合相談担当） 

・妊娠・出産・育児に関する相談に応じ、 

必要な情報提供・助言・保健指導 

・保健、医療、福祉、教育の関係機関との連絡調整 

・妊産婦等の支援に必要な実情の把握 

学校教育課 

・小学校・中学校（通常の学級、 

特別支援学級、通級指導教室） 

・ＬＤ等専門員 ・教育支援委員会 

・ＳＳＷｒ（ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ） 

 

教育支援センターぷらっとホーム 

・児童生徒の社会的自立の支援 

一体的対応 

こども支援課 

保育所運営費・給付費等の給付に関すること 

保育所等入所に関すること 

児童手当、児童扶養手当 

障がい児保育 

就学援助・特別支援教育就学奨励費 

学校支援員 

（家庭児童相談室） 

・相談支援 ・養育支援訪問 ・ショートステイ 

・トワイライトステイ ・要保護児童対策地域協議会 

・小中学校定例会 

児童発達支援センターあかしや 

・通園 ・療育支援（集団、個別） 

・ペアレントトレーニング ・施設支援 

教育委員会 
ふれあいの里１階 

こども総本部 

こども相談課 こども総合相談窓口 

総合相談支援センター 

「えしこに」 
・属性を問わない福祉の総合相談 

・複合・複雑化した課題に対する 

相談支援とバックアップ 

・地域包括支援センター 



9 

 

５ 重点目標の達成に向けた公立保育所の方向性 

重点目標の達成に向け、以下のとおり公立保育所を統合建て替えすることで、機能強化

し、子育て支援拠点として整備する。また、本市では、幼保連携型を基本としつつ、認定

こども園の普及に努めていることから、統合建て替え後の園については、幼保連携型認定

こども園とし、幼児教育をより体系立てて実施することで、就学に向けて円滑な移行がで

きるよう取り組む。 

○公立保育所建て替えに係る個別構想 

 公立保育所名 方向性 
現在の

定員 
経年 付帯施設 

統合園Ｂ 
西保育園 

ねむの木保育園 
公立統合存続 

120 

58 

41 

50 
一時預かり 

存続園Ｃ 東保育園  公立存続 120 43 
子育て支援センター 

一時預かり 

統合園Ｄ 
彦名保育園 

富益保育園 
公立統合存続 

90 

90 

42 

43 
子育て支援センター 

統合園Ｅ 
あがた保育園 

こたか保育園 
公立統合存続 

90 

60 

40 

36 
子育て支援センター 

統合民営化 南保育園 
米子福祉会と統合 

（成実保育園） 
90 44 子育て支援センター 

統合民営化 
崎津保育園 

小鳩保育園 

米子福祉会と統合 

（和田保育園） 

90 

90 

45 

51 
― 

※統合民営化については、米子福祉会と協議を進めていく。 

※経年（経過年数）は、令和４年４月１日現在 

○建て替え後の公立園（認定こども園） 

定  員 ： １２０～１５０名規模 

面  積 ： １，５００㎡程度（付帯施設を含む。） 

開所時期 ： 令和４年度から毎年１園 

今後、統廃合を含めた公立保育所の建て替えの構想については、老朽化の状況等を考

慮し、総合的に検討し、かつ、関係保護者、保育需要、民間事業者の動向、整備の緊急

性等勘案した上で、随時柔軟な見直しを行いながら進めていくこととする。 
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＜参考＞建て替え実施済みの公立保育所 

 公立保育所名 方向性 実施状況 

統合園Ａ 
淀江保育園 

宇田川保育園 
公立統合存続 

令和４年４月 

統合園（淀江どんぐりこども園） 開園 

統合民営化 春日保育園 
米子福祉会と統合 

（巌保育園） 

令和４年４月 

統合民営化（米子福祉会箕蚊屋保育園 開所） 
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第３章 本市の子ども・子育てを取り巻く環境 

１ 年齢３区分別人口、出生数の推移、就学前人口の推移 

（１）年齢３区分別人口の推移 

本市の人口は、平成 26年度までは概ね増加傾向で推移していましたが、平成 27年度

以降減少傾向にあり、年少人口の割合も減少傾向です。 

 

※各年 4月 1日現在。住民基本台帳データ。 

（２）出生数の推移 

本市の出生数の推移をみると、平成 27 年度以降概ね減少傾向であり、今後において

も減少傾向で推移することが見込まれます。 

※令和元年度以降の推計値は、計画策定時時点。 

  

21,583 21,477 21,371 21,276 21,141 21,076 20,784 20,556 20,286 20,144 19,915 19,670 19,404 19,272 

92,847 92,316 92,055 91,356 90,971 89,900 88,719 87,606 86,864 86,050 85,238 84,830 84,384 83,886 

34,443 35,122 35,331 36,234 37,661 38,867 39,896 40,787 41,328 41,811 42,350 42,604 42,892 42,950 

148,873 148,915 148,757 148,866 149,773 149,843 149,399 148,949 148,478 148,005 147,503 147,104 146,680 146,108 

14.5% 14.4% 14.4% 14.3% 14.1% 14.1% 13.9% 13.8% 13.7% 13.6% 13.5% 13.4% 13.2% 13.2%
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）
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生産年齢人口
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老年人口

(65歳～)

総人口 年少人口割合
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（３）就学前人口の推移 

本市の就学前人口の年齢別推移をみると、平成２７年度以降減少しており、今後にお

いても減少傾向で推移することが見込まれます。 

※各年４月 1 日現在。住民基本台帳データ。令和 4 年度までは実績値。令和 5 年度以降は推計

値。なお、令和５年度以降の０歳児の人口推計は、計画策定時の出生数の推計値。また、令和

5年度以降の１～５歳の人口推計はコーホート変化率法による推計値。 

  

1,317 1,400 1,317 1,286 1,229 1,189 1,112 1,135 1,192 1,173 

1,438 1,329 1,391 1,326 1,299 1,254 1,224 1,129 1,152 1,210 

1,332 1,426 1,318 1,354 1,295 1,280 1,254 1,222 1,127 1,150 

1,372 1,316 1,386 1,329 1,358 1,297 1,282 1,245 1,213 1,119 

1,342 1,357 1,293 1,390 1,303 1,343 1,293 1,291 1,254 1,222 

1,395 1,320 1,349 1,295 1,380 1,297 1,344 1,293 1,291 1,254 

8,196 8,148 8,054 7,980 7,864 
7,660 7,509 

7,315 7,229 7,128 
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２ 市内の幼稚園及び保育所の利用状況 

本市の幼稚園及び保育所の設置状況は、令和４年度において、幼稚園が７施設（すべて

私立）、定員数１，３４４人、入所児童数９０７人、認可保育所等が６０施設（公立保育

所1０施設、私立保育所２３施設、公立認定こども園１施設、私立認定こども園１１施設、

地域型保育事業所１５施設。）、定員数５，２０５人、入所児童数４，５３９人となって

います。 

利用状況については、次のとおりです。 

（１）幼稚園の利用状況 

※各年５月 1日現在。 

（２）保育所等（保育所・認定こども園・地域型保育事業所）の利用状況 

※平成 29年度から待機児童の定義が変更された。 

（復職の意思があると確認できた育児休業者の子は待機児童に含めると規定） 
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（３）特定教育・保育施設等（幼稚園・保育所・認定こども園・地域型保育事業所）の入

所率 

※各年 4月 1日現在。届出保育施設は含まない。 

（４）届出保育施設の利用状況 

※平成２８年度は１２月１日、平成２９年度及び令和２年度は１０月１日、平成３０年度及び令

和３年度は１１月１日が基準日。令和元年度は、施設への県の立入調査の実施時点又は立入調

査に係る調書提出時点。 

３ 第１期計画の実施状況 

幼児期の学校教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業について、量の見込みに対す

る確保の内容を数値目標として設定し、整備を進めてきました。また、平成２９年度には、

本市の女性の就業率や保育所等の入所児童数の伸び、過去２年間の実績等を勘案し、計画

数値との乖離状況を踏まえ、教育・保育の量の見込みについて計画の中間見直しを行いま

した。 
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（１）幼児期の学校教育・保育の量について 

（人） 

全域 １号 
２号 

（幼稚園希望） 

２号 

（保育必要） 
３号 

Ｈ27 

計
画
値 

量の見込み 1,056 735 2,149 2,233 

確保の 

内容 

特定教育・保育施設 2,525 2,430 1,778 

特定地域型保育事業       76   

事業所内保育施設等     107  163   

実績 

（利用定員） 

特定教育・保育施設   2,574 2,426 1,699 

特定地域型保育事業    58 

事業所内保育施設等   79 113 

Ｈ28 

計
画
値 

量の見込み 1,026 714 2,088 2,301 

確保の 

内容 

特定教育・保育施設 2,525 2,429 1,859 

特定地域型保育事業       95 

事業所内保育施設等     107 163 

実績 

（利用定員） 

特定教育・保育施設 2,574 2,426 1,753 

特定地域型保育事業    148 

事業所内保育施設等   76 116 

Ｈ29 

計
画
値 

量の見込み 1,056 735 2,149 2,249 

確保の 

内容 

特定教育・保育施設 2,525 2,447 1,991 

特定地域型保育事業       95 

事業所内保育施設等     107 163 

実績 

（利用定員） 

特定教育・保育施設 2,583 2,405 1,724 

特定地域型保育事業    349 

事業所内保育施設等   65 137 

Ｈ30 

計
画
値 

量の見込み 845 588 2,415 2,230 

確保の 

内容 

特定教育・保育施設 2,377 2,496 1,822 

特定地域型保育事業       335 

事業所内保育施設等     

実績 

（利用定員） 

特定教育・保育施設 2,238 2,558 1,785 

特定地域型保育事業    356 

事業所内保育施設等     
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全域 １号 
２号 

（幼稚園希望） 

２号 

（保育必要） 
３号 

Ｒ1 

計
画
値 

量の見込み 850 592 2,431 2,167 

確保の 

内容 

特定教育・保育施設 2,382 2,511 1,867 

特定地域型保育事業    335 

事業所内保育施設等     

実績 

（利用定員） 

特定教育・保育施設 1,949 2,561 1,771 

特定地域型保育事業    325 

事業所内保育施設等     

【評価及び課題等】 

既存保育所の改築に合わせ低年齢児受入枠の拡大、小規模保育事業所及び認定こども園の新

規開設により受け皿を拡大しました。しかし、０歳から２歳児の３号認定の受入れ枠は、依然と

して不足しているため、今後も拡大を図る必要があります。 

（２）地域子ども・子育て支援事業について 

ア 子育て利用者支援に関する事業（利用者支援） 

子ども又はその保護者の身近な場所で、教育・保育施設や地域の子育て支援事業等の情報提供及び必要

に応じ相談・助言等を行うとともに、関係機関との連絡調整等を実施する事業。 

（設置ヶ所数） 

  平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

計画値 量の見込み １ヶ所 １ヶ所 １ヶ所 １ヶ所 １ヶ所 

 確保方策 １ヶ所 １ヶ所 １ヶ所 １ヶ所 １ヶ所 

実績値  ０ヶ所 ０ヶ所 ０ヶ所 １ヶ所 １ヶ所 

【評価及び課題等】 

妊産婦、子どもとその家族や関係者を対象とし、妊娠期から子育て期まで切れ目ない支援を行

うことを目的に、平成 30年度から実施。 

利用者に寄り添った切れ目ない支援を行うため、教育・医療・保健・福祉等、関係部局とさら

なる連携を深め、多様なニーズへの対応に努めます。 
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イ 時間外保育事業 

保護者の就労状況等により、通常の利用時間を延長して保育を実施する事業。 

（実利用人数） 

  平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

計画値 量の見込み 2,700人 2,695人 2,707人 2,689人 2,699人 

 確保方策 2,700人 2,695人 2,707人 2,689人 2,699人 

実績値  1,536人 1,617人 2,209人 2,091人 1,831人 

【評価及び課題等】 

全園で実施しており、希望する園児は利用できる状態にあります。 

ウ 放課後児童健全育成事業 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童を対象として、放課後に適切な遊び

及び生活の場を与えて、子どもたちの健全な育成を図る事業。 

（利用定員） 

  平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

計画値 量の見込み 2,284人 2,284人 2,256人 2,259人 2,260人 

 確保方策 1,430人 1,830人 2,256人 2,259人 2,260人 

実績値  1,545人 1,577人 1,696人 1,793人 1,824人 

【評価及び課題等】 

公立施設（なかよし学級）での受入れ枠拡大及び民間施設の新規開設により、受け皿が増えま

した。しかし、受け皿は増えたものの地域によっては、依然として待機児童が発生しており、民

間施設等の受入れ枠拡大及び公立施設の定員拡大について検討していく必要があります。 

エ 子育て短期支援事業 

（ア）短期入所生活援助事業（ショートステイ） 

保護者が疾病等の社会的事由により、家庭において児童を養育することが一時的に困難になった場合に

児童養護施設等において児童の養育を行う事業。 

（延利用者数） 

  平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

計画値 量の見込み 223人 223人 223人 223人 223人 

 確保方策 223人 223人 223人 223人 223人 

実績値  224人 180人 103人 154人 132人 
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【評価及び課題等】 

利用が必要な児童について、ほぼ受入れ可能な体制を整えています。 

（イ）夜間養護等事業（トワイライトステイ） 

保護者が、仕事その他の理由により平日の夜間又は休日に不在となり家庭において児童を養育すること

が困難になった場合に児童養護施設等において児童の養育を行う事業。 

（延利用者数） 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

実績値 － － － 3人 59人 

【評価及び課題等】 

平成 30年度から実施。利用が必要な児童について、ほぼ受入れ可能な体制を整えています。 

オ 地域子育て支援拠点事業 

乳幼児及びその保護者が相互に交流を行う場所（子育て支援センター）を開設し、子育てについての相

談、情報の提供、助言等を行う事業。 

（延利用者数） 

  平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

計画値 量の見込み 43,558人 43,558人 43,558人 43,558人 43,558人 

 確保方策 43,558人 43,558人 43,558人 43,558人 43,558人 

実績値  45,260人 47,360人 47,887人 43,463人 35,016人 

【評価及び課題等】 

平成 30年度の利用者数は大幅に減となりました。これは低年齢児の保育所等への入所希望が

増加傾向にあることにより、利用者数が減少しているものと考えられます。 

引き続き、利用者のニーズを把握しながら、地域偏在性を解消するため、市内各所への配置に

ついて検討する必要があります。 

カ 乳児家庭全戸訪問事業 

生後４ヶ月頃までの乳児のいる全ての家庭を対象に訪問することにより、子育て支援に関する情報提供、

養育環境の把握、子育てについての相談を行い、乳児家庭が地域社会から孤立することを防ぎ、乳児の健

全な育成環境の確保を図る事業。 
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（訪問数） 

  平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

計画値 量の見込み 1,429人 1,406人 1,380人 1,361人 1,338人 

 確保方策 1,429人 1,406人 1,380人 1,361人 1,338人 

実績値  1,415人 1,370人 1,355人 1,295人 1,217人 

【評価及び課題等】 

出生した乳児の家庭を保健師等が訪問しています。また、里帰り、入院等の理由で訪問できな

い場合も、電話等ですべての乳児の把握に努めています。 

キ 養育支援訪問事業及び要保護児童対策地域協議会その他の者による要保護児童等に対する

支援に資する事業 

出産間もない時期や様々な要因で養育が困難になっている家庭に対して、保健師、助産師、及び保育士

等が定期的に訪問し、育児に関する技術指導、養育者の精神的サポートを行うことにより、養育上の諸問

題の解決・軽減を図るとともに、家庭において安定した養育が可能となるよう支援する事業。 

（延訪問件数） 

  平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

計画値 量の見込み 129人 129人 129人 129人 129人 

  344件 344件 344件 344件 344件 

 確保方策 344件 344件 344件 344件 344件 

実績値  468件 987件 508件 436件 370件 

【評価及び課題等】 

それぞれの家庭の状況に応じた訪問支援を適切に行っています。 

ク 一時預かり事業 

（ア）幼稚園における在園児を対象とした一時預かり（預かり保育） 

家庭において、保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児について、幼稚園等で一時的に預かり、

必要な保護を行う事業。 

（延利用者数） 

  平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

計画値 量の見込み 2,135人 2,074人 2,135人 2,141人 2,192人 

 確保方策 77,468人 77,468人 77,468人 77,468人 77,468人 

実績値  59,675人 58,163人 65,494人 66,000人 78,863人 
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【評価及び課題等】 

幼稚園における在園児を対象とした一時預かり（預かり保育）を全園で実施しており、希望す

る園児は利用できる状態にあります。 

（イ）保育所での一時預かり 

家庭において、保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児について、保育所等で一時的に預かり、

必要な保護を行う事業。 

（延利用者数） 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

計画値 量の見込み 15,916人 15,939人 15,962人 15,834人 15,848人 

 確保方策 11,700人 13,500人 15,962人 15,834人 15,848人 

実績値 5,812人 5,102人 3,689人 3,018人 2,395人 

【評価及び課題等】 

教育・保育施設の整備が進み、保育所等への入所がしやすくなったことで一時預かりの利用希

望が減少していると考えています。また、保育士確保が難しく、不定期の利用者に対応する実施

施設数が減少していることも要因の一つと認識しています。利用者のニーズを把握し、拡充につ

いて検討を進めていきたいと考えています。 

ケ 病児・病後児保育   

病中又は病気回復期の子どもを保護者の勤務の都合により家庭での保育が困難な場合に、医療機関等に

併設した施設で一時的に保育等を実施する事業。 

（延利用人数） 

  平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

計画値 量の見込み 8,747人 8,728人 8,769人 8,710人 8,742人 

 確保方策 5,400人 7,200人 8,769人 8,710人 8,742人 

実績値  2,384人 2,692人 3,452人 3,109人 3,146人 

【評価及び課題等】 

病気の流行期と非流行期で利用ニーズの変動が激しい事業です。 

コ ファミリー・サポート・センター事業  

乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の保護者を会員として、児童の預かり等の援助を受けること

を希望する者と、当該援助を行うことを希望する者との相互援助活動に関する連絡、調整を行う事業。 
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（延活動件数） 

  平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

計画値 量の見込み 2,476件 2,476件 2,476件 2,476件 2,476件 

 確保方策 2,476件 2,476件 2,476件 2,476件 2,476件 

実績値  2,642件 2,660件 1,745件 2,158件 2,394件 

【評価及び課題等】 

安定的に事業を実施するため、利用会員の依頼に対応できるだけの援助会員の確保が課題と

なっています。教育・保育施設の整備が進み、一時預かり同様、通常の入所がしやすくなったこ

とでニーズが減少している部分もあると推測されます。 

サ 妊婦健診 

妊婦の健康の保持及び増進を図るため、妊婦にする健康診査として、健康状態の把握、保健指導等を実

施するとともに、妊娠期間中の適時に必要に応じた医学的検査を実施する事業。 

（延受診回数） 

  平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

計画値 量の見込み 17,426回 17,145回 16,828回 16,597回 16,316回 

 確保方策 17,426回 17,145回 16,828回 16,597回 16,316回 

実績値  18,939回 17,610回 17,595回 16,879回 16,544回 

【評価及び課題等】 

対象者全員が受けていただける体制を整えています。 
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４ 市民の子育て支援ニーズ 

（１）計画策定時 

一時預かり事業、地域子育て支援拠点事業及び放課後児童健全育成事業に係る計画策定

のための基礎資料として、子ども・子育てに関する生活実態やご要望などを把握すること

を目的にアンケート調査を実施しました。 

調査の概要と主なニーズ結果は以下のとおりです。 

ア 調査の概要 

（ア）保育所での一時預かりおよ b地域子育て支援拠点事業に係るアンケート 

・調査対象者 

出生に伴い児童手当の手続きに来課する保護者及び米子市役所職員 

・調査期間 平成 30年 11月１日から令和元年５月 31日 

・配布＝回収状況 414件 

（イ）放課後児童健全育成事業に係るアンケート 

・調査対象者 認可施設及び私学助成幼稚園の年長児の保護者 

・平成 31年２月及び令和元年６月 

・配布及び回収状況 

 

 

 

 

 

イ 主なニーズ結果 

・いつから幼稚園・保育園などに入園・入所を希望するかについては、1歳半までに希望される

方が 74.8％、３歳以下までの希望は 96.5％と、年少児までに入園・入所を希望する家庭が多

い。 

・一時預かり事業の利用意向については、利用希望者が 40.6％、そのうち月１～２回の利用希

望者が 56.5％。地域子育て支援拠点事業（子育て支援センター）の利用意向については、利用

希望者が 53％、そのうち月１～２回の利用希望者が 54.2％。 

・小学校就学後の放課後の過ごさせたい場所については、低学年は「放課後児童クラブ」（53.6％）、

「自宅」（46.3％）、「習い事」（23.9％）が上位回答。また、高学年では「自宅」（70.7％）、

「習い事」（36.9％）、「放課後児童クラブ」（23.9％）が上位回答となっており、低学年、

高学年ともに、「放課後児童クラブ」が上位回答にあげられています。 

  

 配布数 回収数 回収率 

平成 30年度 1,268票 927票  73.1％ 

令和元年度 1,303票 991票  76.0％ 

合計 2,571票 1,918票  74.6％ 
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（２）中間見直し時 

放課後児童健全育成事業に係る計画見直しのための基礎資料とし、子ども・子育てに関

する生活実態やご要望などを把握することを目的にアンケート調査を実施しました。 

調査の概要と主なニーズ結果は以下のとおりです。 

ア 調査の概要 

・調査対象者：米子市内の小学校に通う子ども及びその保護者 

  ・調査時期：令和４年７月～９月 

  ・調査方法：電子申請システムを使用したアンケート調査 

※保護者向けと子ども向けに、設問内容の異なるアンケートを用意し、それぞれに回答を依頼

しました。 

・調査依頼及び回答状況： 

 

 

 

 

 

※保護者の回答結果から推計した世帯数（5,844.2世帯）に対する回答率 

イ 主なニーズ結果 

（ア）保護者向けアンケート 

・今後利用したい「子どもの居場所」（通常開校期）については、「自宅や公園等で家族と共に過

ごす」（31.4％）、「自宅や公園等で子どもたちのみで過ごす」（13.5％）、「塾や習い事で過ごす」

（15.1％）、「公立の学童クラブ」（14.3％）、「民間の学童クラブ」（12.2％）が上位回答でした。 

 ※公立と民間の学童クラブを合わせると26.5％ 

・利用したい「子どもの居場所」の金額については、「無償」が24.4％、「2千円まで」が15.2％、

「5千円まで」が19.6％、「1万円まで」が7.8％でした。 

・利用したい「子どもの居場所」の利用時間については、「17時まで」が26.7％、「18時まで」が

29.1％、「19時まで」が22.9％、「20時まで」が3.2％でした。 

・利用したい「子どもの居場所」の所在地については、「小学校の敷地内」（30.4％）、「小学校か

ら概ね1km圏内（徒歩圏内）」（28.6％）、「小学校から概ね1km超（送迎あり）」（16.8％）が上位

回答でした。 

（イ）子ども向けアンケート 

・今後利用したい「子どもの居場所」については、「家に帰って、大人の人と一緒に過ごしたい」

（32.1％）、「公園などで、子どもだけで遊んで過ごしたい」（21.9％）、「友だちや親せきの家

など、大人の人が近くにいる場所で遊んで過ごしたい」（15.2％）が上位回答でした。  

 調査依頼数 回答数 回答率 

子ども 
7,843 

731 9.3% 

保護者 938 16.1%[※] 
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 第４章 子育て支援事業に係る量の見込み等 

１ 教育・保育提供区域の設定 

「量の見込み」・「確保方策」を設定する単位として、地域の実情に応じて保護者や子

どもが居宅より容易に移動することが可能な区域（「教育・保育提供区域」）を設定しま

す。本市では、市内での容易な移動が可能なことから、全体で１区域とします。 

２ 幼児期の教育・保育 

（１）幼児期の教育・保育の量の見込み 

計画期間における「幼児期の教育・保育の量の見込み（必要利用定員総数）」を定めま

す。 

本市に居住する子どもについて、「認定こども園、幼稚園、保育所、地域型保育事業（家

庭的保育事業）、届出保育施設等の利用状況」に、「利用希望」を踏まえて以下の区分で

設定します。 

ア 保育の必要性の認定区分  

認定区分 対  象 利用先 

１号認定 
子どもが満３歳以上で教育を希望する場合 

（法 19条１項１号） 

・幼稚園（新制度） 

・認定こども園 

２号認定 

子どもが満３歳以上で保育を希望する場合（保護者そ

れぞれが保育が必要な事由に該当する場合） 

（法 19条１項２号） 

・保育所 

・認定こども園 

３号認定 

子どもが満３歳未満で保育を希望する場合（保護者そ

れぞれが保育が必要な事由に該当する場合） 

（法 19条１項３号） 

・保育所 

・認定こども園 

・地域型保育事業 

イ 教育・保育および地域型保育事業の「量の見込み」と「提供体制の確保」 

表 教育・保育の量の見込み（ニーズ量） 

（人） 

認定区分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

1号認定 669 660 637 627 619 

2号認定 3,212 3,167 3,055 3,011 2,971 

3号認定 2,388 2,355 2,348 2,312 2,277 

 

ウ 「教育・保育の量の見込み」の算出方法 

・【推計児童数】×【支給認定割合】を基本に算出しています。０歳児の途中入所が多いこと、女性の

就業率の上昇や共働き世帯の増加など、諸状況を踏まえ、必要な補正を行っています。 
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・【推計児童数】過去２，３年の年齢ごとの変化率を基に算出しました。 

・【支給認定割合】本市における平成３１年４月１日時点の支給認定割合（１号、２号、３号認定）の

実績値を基本としています。 

（２）提供体制の確保の内容及びその実施時期 

・設定した「量の見込み」に対応するよう、「教育・保育施設および地域型保育事業による確保

の内容及び実施時期（確保方策）」を設定します。 

・教育・保育施設、地域型保育事業の別に設定 

（計画期間について、「量の見込み」に対応するように「確保の内容」を定め、必要な教育・

保育施設及び地域型保育事業を整備します。） 

※届出保育施設については、本市では運営支援を行う計画がなく確保の内容には計上できないた

め、確保の内容には含めず記載しています。 

表 各認定別 教育・保育の量の見込みに対する確保方策  ※R2及び R3の( )内は実績値 

（人） 

全域 １号 
２号 

（幼稚園希望） 

２号 

（保育必要） 

３号 

０歳 １・２歳 

Ｒ

２ 

① 量の見込み 669 557 2,655 597 1,791 

確保の 

内容 

特定教育・ 

保育施設等 

保育所   (1,915)1,920 (263)255 (1,060)1,065 

認定こども園 (447)437 (678)657 (93)95 (375)368 

幼稚園 (1,515)1,530    

特定地域型保育事業    (109)109 (216)216 

小 計 (1,962)1,967 (2,593)2,577 (465)459 (1,651)1,649 

届出保育施設   406 140 340 

 
企業主導型保育施設   345 100 236 

その他   61 40 104 

② 合  計 1,967 2,983 599 1,989 

過不足（②－①） 741 328 2 198 

Ｒ

３ 

①  量の見込み 660 549 2,618 587 1,768 

確保の 

内容 

特定教育・ 

保育施設等 

保育所   (1,896)1,920 (278)255 (1,059)1,065 

認定こども園 (449)437 (694)657 (97)95 (389)368 

幼稚園 (1,514)1,530    

特定地域型保育事業    (106)109 (192)216 

小 計 (1,963)1,967 (2,590)2,577 (481)459 (1,640)1,649 

届出保育施設   406 140 340 

 
企業主導型保育施設   345 100 236 

その他   61 40 104 

②  合  計 1,967 2,983 599 1,989 

過不足（②－①） 758 365 12 221 
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全域 １号 
２号 

（幼稚園希望） 

２号 

（保育必要） 

３号 

０歳 １・２歳 

Ｒ

４ 

①  量の見込み 637 529 2,526 578 1,770 

確保の 

内容 

特定教育・ 

保育施設等 

保育所   1,920 255 1,065 

認定こども園 437 657 95 368 

幼稚園 1,530    

特定地域型保育事業    109 216 

小 計 1,967 2,577 459 1,649 

届出保育施設   406 140 340 

 
企業主導型保育施設   345 100 236 

その他   61 40 104 

②  合  計 1,967 2,983 599 1,989 

過不足（②－①） 801 457 21 219 

Ｒ

５ 

① 量の見込み 627 522 2,489 569 1,743 

確保の 

内容 

特定教育・ 

保育施設等 

保育所   1,920 255 1,065 

認定こども園 437 657 95 368 

幼稚園 1,530    

特定地域型保育事業    109 216 

小 計 1,967 2,577 459 1,649 

届出保育施設   406 140 340 

 
企業主導型保育施設   345 100 236 

その他   61 40 104 

② 合  計 1,967 2,983 599 1,989 

過不足（②－①） 818 494 30 246 

Ｒ

６ 

① 量の見込み 619 515 2,456 561 1,716 

確保の 

内容 

特定教育・ 

保育施設等 

保育所   1,920 255 1,065 

認定こども園 437 657 95 368 

幼稚園 1,530    

特定地域型保育事業    109 216 

小 計 1,967 2,577 459 1,649 

届出保育施設   406 140 340 

 
企業主導型保育施設   345 100 236 

その他   61 40 104 

② 合  計 1,967 2,983 599 1,989 

過不足（②－①） 833 527 38 273 

３ 地域子ども・子育て支援事業 

計画期間の「地域子ども・子育て支援事業の量の見込み」を「利用希望」や「現在の利

用状況」を踏まえて設定します。 
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（１）子育て利用者支援に関する事業（利用者支援） 

子ども又はその保護者の身近な場所で、教育・保育施設や地域の子育て支援事業等の

情報提供及び必要に応じ相談・助言等を行うとともに、関係機関との連絡調整等を実施

します。 

【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

設置数 ― ― ― １ヵ所 １ヵ所 

【量の見込みと確保方策】 

（設置数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み １ヵ所 １ヵ所 １ヵ所 １ヵ所 １ヵ所 

確保方策 １ヵ所 １ヵ所 １ヵ所 １ヵ所 １ヵ所 

実績 １ヵ所 １ヵ所 － － － 

※「量の見込み」については、これまでの実績で算出。 

※「確保方策」については、「こども総合相談窓口」において、利用者支援を適切に行えている

ことから、「量の見込み」と同数とします。 

（２）時間外保育事業 

保護者の就労状況等により、通常の利用時間を延長して保育を実施します。 

【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

実利用人数 1,536人 1,617人 2,209人 2,091人 1,831人 

【量の見込みと確保方策】 

（実利用人数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 2,100人 2,100人 2,100人 2,100人 2,100人 

確保方策 2,100人 2,100人 2,100人 2,100人 2,100人 

実績 1,562人 1,514人 － － － 

※「量の見込み」については、これまでの実績を勘案し算出。 

※「確保方策」については、希望する方は利用できる状況にあるため、「量の見込み」と同数と

します。  
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（３）放課後児童健全育成事業 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童を対象として、放

課後に適切な遊び及び生活の場を与えて、子どもたちの健全な育成を図ります。 

【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

利用定員 1,545人 1,577人 1,696人 1,793人 1,824人 

【量の見込みと確保方策】 

（利用定員） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 3,014人 2,994人 2,986人 2,226人 2,241人 

確保方策 1,930人 2,330人 2,530人 2,197人 2,241人 

実績 1,917人 2,092人 － － － 

※「量の見込み」については、令和 2年度から令和 4年度までは、計画策定時に実施したニーズ

調査からの見込み。令和５年度及び令和６年度は、中間見直し時に実施したニーズ調査から得

られた放課後児童クラブを利用したいとするニーズ全体の見込みの数から、現行の放課後児童

クラブの料金体系を踏まえて、無料又は低価格の利用料金であれば利用したいとするニーズの

見込みの数を除いた数を量の見込みとして捉えて算出。いずれも、児童数の推移を反映。 

※「確保方策」については、毎年、民間放課後児童クラブの新規開設を中心に定員増を図るとと

もに、なかよし学級の充実により定員増を図ります。そのほか、子ども食堂、放課後子供教室

等の地域で子どもたちが安心して過ごせる場所を増やすなど、保護者・子どもの様々なニーズ

に対応していきます。 

（４）子育て短期支援事業 

ア 子育て短期支援事業（ショートステイ） 

保護者が疾病等の社会的事由により、家庭において児童を養育することが一時的に困難になった場合に

児童養護施設等において児童の養育を行います。 

【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

延利用者数 224人 180人 103人 154人 132人 
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【量の見込みと確保方策】 

（延利用者数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 224人 224人 224人 224人 224人 

確保方策 224人 224人 224人 224人 224人 

実績 66人 281人 － － － 

※「量の見込み」については、過去５年の実績の最大値から算出。 

※「確保方策」については、委託先３箇所で実施します。現状利用希望を断るケースはほとんど

無く、供給は需要を満たしているため、「量の見込み」と同数とします。 

イ 夜間養護等事業（トワイライトステイ） 

保護者が、仕事その他の理由により平日の夜間又は休日に不在となり家庭において児童を養育すること

が困難になった場合に児童養護施設等において児童の養育を行います。 

【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

延利用者数 － － － 3人 59人 

【量の見込みと確保方策】 

（延利用者数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 30人 30人 30人 30人 30人 

確保方策 30人 30人 30人 30人 30人 

実績 14人 36人 － － － 

※「量の見込み」については、過去の実績値から算出（平成 30年度から開始しているため主に

令和元年度の見込み（28人）を参考）。 

※「確保方策」については、委託先２箇所で実施します。現状利用希望を断るケースはほとんど

無く、供給は需要を満たしているため、量の見込みと同程度とします。 

（５）地域子育て支援拠点事業 

乳幼児及びその保護者が相互に交流を行う場所（子育て支援センター）を開設し、子

育てについての相談、情報の提供、助言等を行います。 

【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

延利用者数 45,260人 47,360人 47,887人 43,463人 35,016人 
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【量の見込みと確保方策】 

（延利用者数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 47,600人 46,800人 46,100人 45,400人 44,700人 

確保方策 47,600人 46,800人 46,100人 45,400人 44,700人 

実績 30,466人 24,097人 － － － 

※「量の見込み」については、ニーズ調査の推計値及び人口の推移から見込を算出。 

※「確保方策」については、希望する方は利用できる状況にあるため、「量の見込み」と同数と

します。 

（６）乳児家庭全戸訪問事業 

生後４ヶ月ごろまでの乳児のいる全ての家庭を対象に訪問することにより、子育て支

援に関する情報提供、養育環境の把握、子育てについての相談を行い、乳児家庭が地域

社会から孤立することを防ぎ、乳児の健全な育成環境の確保を図ります。 

【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

訪問数 1,415人 1,370人 1,355人 1,295人 1,217人 

【量の見込みと確保方策】 

（訪問数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 1,288人 1,267人 1,247人 1,228人 1,208人 

確保方策 1,288人 1,267人 1,247人 1,228人 1,208人 

実績 1,023人 1,150人 － － － 

※「量の見込み」については、人口推移をもとに推計値を算出。 

※「確保方策」については、本事業は、原則 1回の訪問とすることから「量の見込み」と同数と

します。 

（７）養育支援訪問事業及び要保護児童対策地域協議会その他の者による要保護児童等に

対する支援に資する事業 

出産間もない時期や様々な要因で養育が困難になっている家庭に対して、保健師、助

産師、及び保育士等が定期的に訪問し、育児に関する技術指導、養育者の精神的サポー

トを行うことにより、養育上の諸問題の解決・軽減を図るとともに、家庭において安定

した養育が可能となるよう支援します。 
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【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

実対象人数 84人 102人 97人 79人 75人 

年間訪問件数 468件 987件 508件 436件 370件 

【量の見込みと確保方策】 

（延訪問数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 90人 90人 90人 90人 90人 

 600件 600件 600件 600件 600件 

確保方策 600件 600件 600件 600件 600件 

実績 603件 623件 － － － 

※「量の見込み」については、過去４年の実績の平均値から算出。 

※「確保方策」については、それぞれの家庭の状況に応じた訪問支援を適切に行えていることか

ら「量の見込み」と同数とします。 

（８）一時預かり事業 

ア 幼稚園における在園児を対象とした一時預かり（預かり保育） 

家庭において、保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児について、幼稚園等で一時的に預かり、

必要な保護を行います。 

【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

延利用者数 59,675人 58,163人 65,494人 66,000人 78,863人 

【量の見込みと確保方策】 

（延利用者数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 67,000人 67,000人 67,000人 67,000人 67,000人 

確保方策 67,000人 67,000人 67,000人 67,000人 67,000人 

実績 78,865人 78,190人 － － － 

※「量の見込み」については、これまでの実績をベースとした上で、令和２年度に認定こども園

が２園増加するため１号認定者の預かり保育の実績増加を１,０００件程度と見込む。 

※「確保方策」については、希望する方は利用できる状況にあるため、量の見込みと同数としま

す。  
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イ 保育所での一時預かり 

家庭において、保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児について、保育所等で一時的に預かり、

必要な保護を行います。 

【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

延利用者数 5,812人 5,102人 3,689人 3,018人 2,395人 

【量の見込みと確保方策】 

（延利用者数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 13,100人 12,900人 12,700人 12,500人 12,300人 

確保方策 6,000人 7,000人 8,000人 10,000人 12,300人 

実績 1,543人 1,706人 － － － 

※「量の見込み」については、ニーズ調査及び人口の推移から見込を算出。 

※「確保方策」については、すでにある確保内容としては 5,000程度ありますが、保育士不足の

背景や定期利用できる保育所等の充実から、実際利用する児童の数は、最近の利用実績では減

少傾向が続いています。半面、企業主導型保育での一時預かり枠が増加しています。米子市の

特別保育で実施している一時預かりへのニーズや、利用実績の推移を注視して確保方策を調整

していきます。 

（９）病児・病後児保育 

病中又は病気回復期の子どもを保護者の勤務の都合により家庭での保育が困難な場

合に、医療機関等に併設した施設で一時的に保育等を実施します。 

【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

延利用者数 2,384人 2,692人 3,452人 3,109人 3,146人 

【量の見込みと確保方策】 

（延利用者数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 2,840人 2,840人 2,840人 2,840人 2,840人 

確保方策 2,840人 2,840人 2,840人 2,840人 2,840人 

実績 1,446人 2,382人 － － － 

※「量の見込み」については、過去５年の最大実績値を勘案し算出。 
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※「確保方策」については、病気の流行期と非流行期で利用ニーズの変動が激しいことから、「量

の見込み」と同数とします。 

（１０）ファミリー・サポート・センター事業 

乳幼児や小学生等の児童を有する子育て中の保護者を会員として、児童の預かり等の

援助を受けることを希望する者と、当該援助を行うことを希望する者との相互援助活動

に関する連絡、調整を行います。 

【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

延活動件数 2,642件 2,660件 1,745件 2,158件 2,394件 

【量の見込みと確保方策】 

（延活動件数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 2,200件 2,200件 2,200件 2,200件 2,200件 

確保方策 2,200件 2,200件 2,200件 2,200件 2,200件 

実績 1,549件 2,203件 － － － 

※「量の見込み」については、これまでの実績を勘案し算出。 

※「確保方策」については、利用希望を断るケースはほとんどなく、供給は需要を満たしている

ため、「量の見込み」と同程度とします。 

（１１）妊婦健診 

妊婦の健康な保持及び増進を図るため、妊婦にする健康診査として、健康状態の把握、

保健指導等を実施するとともに、妊娠期間中の適時に必要に応じた医学的検査を実施し

ます。 

【実績】 

 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 

延受診回数 18,939回 17,610回 17,595回 16,879回 16,544回 

【量の見込みと確保方策】 

（延受診回数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 16,500回 16,236回 15,984回 15,732回 15,480回 

確保方策 16,500回 16,236回 15,984回 15,732回 15,480回 

実績 15,183回 13,949回 － － － 
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※「量の見込み」については、交付者数の実績からの推計値を算出し、当該交付者数に平均受診

回数を乗じて算出。 

※「確保方策」については、対象者全員が受診できる体制を整えていることから「量の見込み」

と同数とします。 

（１２）実費徴収に係る補足給付事業 

保護者の世帯所得状況その他の事情を勘案して、新制度に移行していない幼稚園の園

児の保護者が支払うべき食事の提供（副食の提供に限る。）の費用を助成します。 

【量の見込みと確保方策】 

（対象者数） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

量の見込み 220人 215人 210人 205人 200人 

確保方策 220人 215人 210人 205人 200人 

実績 65人 61人 － － － 

※「量の見込み」については、対象者数の見込みの最大値及び子どもの数の減少傾向から算出。 

※「確保方策」については、対象者数に応じて給付できるよう実施します。 

４ 幼児期の教育・保育の一体的提供及び推進体制の確保の内容 

認定こども園は、幼稚園及び保育所の機能を併せ持ち、保護者の就労状況及びその変化

等によらず柔軟に子どもを受け入れられる施設です。 

また、認定こども園は地域における子育て支援の役割を担っているため、すべての子育

て家庭を対象にした子育て相談や親子の集いの場の提供等を行う観点からも、子育て支援

のための地域拠点施設として、利用者の利便性の向上につながります。 

本市では、幼保連携型を基本としつつ、認定こども園の普及に努め、新設やその他の既

存の幼稚園及び保育所の認定こども園への移行を促進します。 

５ 子育てのための施設等利用給付の円滑な実施の確保の内容 

子育てのための施設等利用給付の実施に当たって、公正かつ適正な支給の確保、保護者

の経済的負担の軽減や利便性等を勘案した給付を実施します。  
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第５章 計画の推進 

１ 計画の推進主体と連携の強化 

本計画の推進にあたって、市内関係機関と連携して横断的な施策に取り組むとともに、

認定こども園、保育所・幼稚園等など子ども・子育て支援事業者、学校、企業、市民と連

携して、多くの方の意見を取り入れながら取組みを広げていきます。また、社会情勢の急

速な変化にも柔軟に対応し、事業に的確に反映します。 

２ 計画の進行管理 

子ども・子育て支援事業計画に基づく施策の進捗状況について点検・評価することが重

要です。子ども・子育て支援の推進においては、柔軟で総合的な取組が必要であることか

ら、この取組を評価するため、利用者の視点に立った指標を設定し、点検および評価を各

年度で行い施策の改善につなげます。 
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資料編 

１ 米子市子ども・子育て会議 

（１）審議内容 

 開催日 内容等 

第１回 平成 25年 10月 29日 

１ 子ども・子育て支援事業計画のイメージについて 

２ 次世代育成支援行動計画との関係について 

３ 任意記載事項について 

第２回 平成 26年 1月 29日 
１ 教育・保育提供区域の設定について 

２ 任意記載事項について 

第３回 平成 26年 3月 26日 
１ 教育・保育及び地域子育て支援事業の需要量の見込み

について 

第４回 平成 26年 7月 1日 １ 子ども・子育て支援新制度に係る各種基準について 

第 5回 平成 26年 8月 11日 

１ 子ども・子育て支援新制度における各種基準のパブリ

ックコメントの結果について 

２ 「量の見込み」及び「提供体制の確保方策」について 

３ 「米子市子ども・子育て支援事業計画」の骨子（案）

について 

第 6回 平成 26年 10月 1日 
１ 放課後児童健全育成事業の基準について 

２ 「量の見込み」及び「提供体制の確保方策」について 

第７回 平成 26年 10月 31日 

１ 放課後児童健全育成事業の基準について 

２ 「米子市子ども・子育て支援事業計画」の骨子（案）

について 

第 8回 平成 26年 11月 19日 
１ 「米子市子ども・子育て支援事業計画」の骨子（案）

について 

第 9回 平成 27年 1月 8日 
１ 「米子市子ども・子育て支援事業計画」の素案につい

て 

第 10回 平成 27年 2月 20日 

1 「米子市子ども・子育て支援事業計画（案）」のパブ

リックコメントの結果について 

２ 教育・保育施設及び地域型保育事業の認可について 

３ 教育・保育施設及び地域型保育事業の確認について 

第 11回 平成 27年 5月 29日 １ 新規事業所の認可及び確認について 

第 12回 平成 27年 10月 27日 

１ 米子市次世代育成支援行動計画後期計画の総括につい

て 

２ 新規事業所の認可及び確認について 

第 13回 平成 28年 2月 29日 
１ 新規事業所等の認可及び確認について 

２ 米子市における子育て支援の課題について 

第 14回 平成 28年 4月 11日 
１ 新規事業所等の認可及び確認について 

２ 今後のスケジュールについて 
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 開催日 内容等 

第 15回 平成 28年 7月 27日 

１ 新規事業所等の認可及び確認について 

２ 平成 27年度米子市子ども・子育て支援事業計画実施

状況について 

３ 保育士等の配置基準の弾力化について 

４ 公立保育所の統廃合及び民営化について 

第 16回 平成 29年 2月 8日 

１ 新規事業所等の認可及び確認について 

２ 米子市子ども・子育て支援事業計画の中間見直しにつ

いて 

３ 二市連携 ICT活用保育事業について 

４ 在宅育児世帯への経済的支援について 

第 17回 平成 29年 3月 28日 
１ 二市連携 ICT活用保育事業ついて 

２ 在宅育児世帯への経済的支援について 

第 18回 平成 29年 6月 6日 

１ 新規事業所等の認可及び確認について 

２ 平成 28年度米子市子ども・子育て支援事業計画実施

状況について 

３ 米子市子ども・子育て支援事業計画の中間見直しにつ

いて 

第 19回 平成 29年 8月 1日 

１ 米子市子ども・子育て支援事業計画の中間見直しにつ

いて 

２ 幼稚園の認定こども園移行について 

第 20回 平成 30年 2月 5日 

１ 新規事業所等の認可及び確認について 

２ 米子市子ども・子育て支援事業計画の中間見直し

（案）について 

第 21回 平成 30年 3月 22日 

１ 新規事業所等の認可及び確認について 

２ 米子市子ども・子育て支援事業計画第 2期計画につい

て 

３ 平成 30年度子ども・子育て支援の施策について 

第 22回 平成 30年 6月 7日 

１ 平成 29年度米子市子ども・子育て支援事業計画実施

状況について 

２ 米子市子ども・子育て支援事業計画第２期計画につい

て 

３ 保育士等の配置基準の弾力化について 

４ 公立保育所のあり方について 

第 23回 平成 30年 8月 27日 

１ 米子市子ども・子育て支援事業計画第２期計画ニーズ

調査について 

２ 米子市子ども・子育て支援事業計画に係る任意記載事

項の改訂について 

第 24回 平成 30年 12月 13日 

１ 新規事業所等の認可及び確認について 

２ 保育士の配置基準の弾力化について 

３ 米子市子ども・子育て支援事業計画の見直しについて 



38 

 

 開催日 内容等 

第 25回 平成 31年 2月 19日 

１ 新規事業所等の許可および確認について 

２ 放課後児童健全育成事業に従事する者及びその員数に

ついて 

第 26回 令和元年 5月 29日 

１ 平成 30年度米子市子ども・子育て支援事業計画実施

状況について 

２ 米子市 5歳児健康診査（5歳児よなごっ子健診）につ

いて（平成 30年度事業報告） 

３ 新規事業所等の認可及び確認について 

第 27回 令和元年 7月 30日 

１ 米子市子ども・子育て支援事業計画第 2期計画につい

て 

２ 放課後児童健全育成事業に従事する者及びその員数に

係る基準について 

第 28回 令和元年 9月 17日 

１ 令和元年度 特定子ども・子育て支援施設等の確認に

ついて 

２ 米子市子ども・子育て支援事業計画第２期計画につい

て 

第 29回 令和元年 11月 14日 

１ 新規事業所等の認可及び確認について 

２ 米子市子ども・子育て支援事業計画第２期計画につい

て 

第 30回 令和 2年 2月 6日 

１ 新規事業所等の認可及び確認について 

２ 米子市子ども・子育て支援事業計画第２期計画につい

て 

３ 保育士の配置基準の弾力化について 

第 31回 令和 2年 10月 15日 
１ 新規事業所等の認可及び確認について 

２ 災害時等の保育施設の対応の考え方について 

第 32回 令和 3年 3月 23日 １ 事業所等の確認について 

第 33回 令和 3年 7月 15日 

１ 令和 2年度米子市子ども・子育て支援事業計画実施状

況について 

２ 第 2期米子市子ども・子育て支援事業計画中間見直し

について 

３ 災害時等の保育施設の対応について 

第 34回 令和 3年 10月 14日 
１ 事業所等の確認について 

２ こども総本部の設置について 

第 35回 令和 4年 3月 22日 

１ 事業所等の変更について 

２ 第 2期米子市子ども・子育て支援事業計画中間見直し

について 
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 開催日 内容等 

第 36回 令和 4年 6月 14日 
１ 令和 3年度米子市子ども・子育て支援事業計画実施状

況について 

第 37回 令和 4年 8月 30日 １ 事業所等の確認について 

第 38回 令和 4年 11月 16日 
１ 第 2期米子市子ども・子育て支援事業計画の中間見直

し（素案）について 

第 39回 令和 5年 2月 2日 
１ 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準等の改正について 

第 40回 令和 5年 3月 15日 

１ 第 2期米子市子ども・子育て支援事業計画の中間見直

し（最終案）について 

２ 特定教育・保育施設の確認について 
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（２）米子市子ども・子育て会議委員名簿 

令和５年○月時点 

区     分 団 体 名 等 氏  名 

１

号 
保護者 

米子市私立幼稚園・認定こども園 

ＰＴＡ連合会 
藤 戸   将 

社会福祉法人ひばり保育会 

ひばり保育園保護者会 
森 田 いづみ 

米子市西保育園保護者会 草 分 紀 吉 

一般公募 藤 吉 航 介 

２

号 
事業者 

鳥取県子ども家庭育み協会 

米子地区連絡会 
佐 藤 比登志 

米子市私立幼稚園・認定こども園協会 佐 藤 康 広 

認定こども園 

米子ナーサリー・スクール 
三 島 純 子 

３

号 
学識経験のある者 

鳥取短期大学 

幼児教育保育学科教授 
齊 木 恭 子 

社会福祉法人尚徳福祉会 谷 本   要 

４

号 
行政関係者 

鳥取県西部総合事務所 

県民福祉局 
安 田   敦 
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（３）米子市子ども・子育て会議条例 

 （設置） 

第１条 子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号。以下「法」という。）第７７条第１項

の規定に基づき、米子市子ども・子育て会議（以下「子育て会議」という。）を置く。 

 （組織） 

第２条 子育て会議は、委員１２人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

 ⑴ 子どもの保護者 

 ⑵ 子ども・子育て支援（法第７条第１項に規定する子ども・子育て支援をいう。次号において

同じ。）に関する事業に従事する者 

 ⑶ 子ども・子育て支援に関し学識経験のある者 

 ⑷ 関係行政機関の職員 

３ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員は、再任されることができる。 

 （会長及び副会長） 

第３条 子育て会議に、会長及び副会長１人を置き、委員の互選により選任する。 

２ 会長は、会務を総理し、子育て会議を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理

する。 

 （会議） 

第４条 子育て会議の会議（以下単に「会議」という。）は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 前項の規定にかかわらず、委員の委嘱後初めての会議は、市長が招集する。 

３ 子育て会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

４ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによ

る。 

５ 前項の場合において、議長は、委員として議決に加わることができない。 

 （意見の聴取等の要求） 

第５条 子育て会議は、その所掌事務を遂行するために必要があると認めるときは、関係者に対

し、会議への出席を求めて意見若しくは説明を聴き、又は資料の提出を求めることができる。 

 （委任） 

第６条 この条例に定めるもののほか、議事の手続その他子育て会議の運営に関し必要な事項は、

会長が子育て会議に諮って定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （任期の特例） 

２ この条例の施行の日以後最初に委嘱される委員の任期は、第２条第３項の規定にかかわらず、

当該委嘱の日から平成２７年３月３１日までとする。  
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２ ニーズ調査結果概要（計画策定時実施分） 

（１）調査概要 

ア 調査の目的 

本アンケート調査は、一時預かり事業、地域子育て支援拠点事業及び放課後児童健全育成事業に係る計

画策定のための基礎資料として、子ども・子育てに関する生活実態やご要望などを把握することを目的に

実施したものです。 

イ 調査の概要 

（ア） 保育所での一時預かり及び地域子育て支援拠点事業に係るアンケート 

・調査対象者 出生に伴い児童手当の手続きに来課する保護者及び米子市役所職員 

・調査期間 平成 30年 11月１日から令和元年５月 31日 

・配布＝回収状況 414件 

（イ）放課後児童健全育成事業に係るアンケート 

・調査対象者 認可施設及び私学助成幼稚園の年長児の保護者 

・平成 31年２月及び令和元年６月 

・配布及び回収状況 

 

 

 

 

 

ウ 留意点 

①比率はすべて百分率（％）で表し、小数点以下２位を四捨五入して算出しています。従って、合計が

100％を上下する場合もあります。 

②基数となるべき実数は、“ｎ＝○○○”として掲載し、各比率はｎを100％として算出しています。 

③質問の終わりに【複数回答】とある問いは、１人の回答者が２つ以上の回答を出しても良い問いであ

り、従って各回答の合計比率は100％を超える場合があります。 

  

 配布数 回収数 回収率 

平成 30年度 1,268票 927票  73.1％ 

令和元年度 1,303票 991票  76.0％ 

合計 2,571票 1,918票  74.6％ 
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（２）調査結果の概要 

ア 一時預かり事業及び地域子育て支援事業 

（ア）居住地区 

ｎ＝398 

 

（イ）お子さんの数 

ｎ＝414 

 

  

（％） 

（％） 
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（ウ）保護者の就労状況 

a 母親の就労状況 

ｎ＝414 

 

b 父親の就労状況 

ｎ＝405 

 

（エ）いつまで在宅で育児をするか 

ｎ＝364 

 

  

2.7

50.4

1.2

15.3

29.3

1.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

フルタイム就労中

フルタイム休業中

パート就労中

パート休業中

現在就労なし

就労経験なし

94.6

3.7

0.7

0.0

0.7

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

フルタイム就労中

フルタイム休業中

パート就労中

パート休業中

現在就労なし

就労経験なし

16.8

34.6

23.4

6.9

14.8

3.6

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

0.5歳以下

1歳以下

1.5歳以下

2歳以下

3歳以下

それ以上

（％） 

（％） 

（％） 
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（オ）一時預かり事業 

a 利用希望 

ｎ＝406 

 

b 何の目的で利用したいか（複数回答あり） 

ｎ＝165 

 

c 月何回利用したいか 

ｎ＝115 

 

（カ）地域子育て支援拠点事業（子育て支援センタ－） 

a 利用希望 

ｎ＝383 

 

 

 

 

40.6

59.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

利用したい

利用するつもりない

（％） 

（％） 

（％） 

（％） 
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b 月何回利用したいか 

ｎ＝203 

（キ）どのくらいの距離であれば利用したいか（一時預かり事業・地域子育て支援拠点事業） 

a 車での移動時間 

ｎ＝338 

 

b 距離 

ｎ＝106 

 

  

（％）

） 

（％） 

（％） 
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イ 放課後健全育成事業（放課後児童クラブ） 

（ア）居住地区 

ｎ＝1,875 

 

（イ）お子さんの数 

ｎ＝1,893 

 

  

（％） 

（％） 
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（ウ）保護者の就労状況 

a 母親の就労状況 

ｎ＝1,875 

 

b 母親の就労意向 

ｎ＝1,882 

c 母親の就労意向ありの場合の雇用形態の意向 

ｎ＝1,696 

d 父親の就労状況 

ｎ＝1,713 

  

（％） 

（％） 

（％） 

（％） 
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e 父親の就労意向 

ｎ＝1,727 

 

f 父親の就労意向ありの場合の雇用形態の意向 

ｎ＝1,621 

ウ 児童の小学校就学後の、放課後の過ごし方について 

（ア） 放課後どこで過ごさせたいか（複数回答あり）  

a 低学年 

ｎ＝1,918 

 

  

（％） 

（％） 

（％） 



50 

 

 

b 高学年 

ｎ＝1,918 

 

（イ）放課後児童クラブを何時まで利用したいか 

a 低学年 

ｎ＝1,010 

 

  

（％） 

（％） 
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b 高学年 

ｎ＝456 

 
  

（％） 



52 

 

３ ニーズ調査結果概要（中間見直し時実施分） 

（１）調査概要 

ア 調査の目的 

本アンケート調査は、放課後児童健全育成事業に係る計画見直しのための基礎資料とし、子ども・子育

てに関する生活実態やご要望などを把握することを目的に実施したものです。 

イ 調査の概要 

・調査対象者：米子市内の小学校に通う子ども及びその保護者 

・調査時期：令和４年７月～９月 

・調査方法：電子申請システムを使用したアンケート調査 

※保護者向けと子ども向けに、設問内容の異なるアンケートを用意し、それぞれに回答を依頼しまし

た。 

・調査依頼及び回答状況： 

 

 

 

 

 

※保護者の回答結果から推計した世帯数（5,844.2世帯）に対する回答率 

ウ 集計方法・留意点 

・全ての回答は、校区と学年からなる層に分けて集計し、各層の母集団数に応じて拡大して集計しまし

た（ウェイトバック集計）。このとき、回答の無い層があった場合は、校区又は学年が同一である他

の層の母集団数を嵩増ししました。 

・校区又は学年について「回答しない」と回答があった場合は、校区及び学年それぞれに「未回答」の

区分を設け、校区又は学年が同一である他の層の母集団数等の一部を移転して、集計しました。 

・複数回答が可能な設問は、複数の選択肢に回答している場合は、それぞれの選択肢の回答数を「１／

総回答数」として集計しました。 

・上記のみなし集計を除き、公表にあたって支障が生じない限り、回答の修正は行わずに集計しました。 

・結果を割合(％)で示す際は小数点以下2桁で四捨五入をした値で示しています。このため、合計が

100.0％に一致しない場合があります。  

 調査依頼数 回答数 回答率 

子ども 
7,843 

731 9.3% 

保護者 938 16.1%[※] 
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（２）調査結果の概要 

ア 校区別回答率 

 

小学校名 啓成 明道 就将 義方 住吉 車尾 加茂 河崎 福生東 福生西 福米東 福米西 

児童数 276 314 344 421 597 498 555 209 548 276 560 601 

児童回答率 9.8% 10.8% 11.6% 4.8% 9.9% 10.6% 11.0% 3.8% 8.0% 9.8% 6.4% 10.8% 

保護者回答率 12.3% 15.6% 19.2% 9.3% 17.4% 17.1% 19.8% 6.7% 17.5% 19.2% 12.9% 19.1% 

小学校名 彦名 弓ヶ浜 崎津 大篠津 和田 五千石 尚徳 成実 箕蚊屋 伯仙 淀江  

児童数 216 495 143 85 86 120 176 159 286 365 513  

児童回答率 6.5% 9.7% 11.2% 10.6% 2.3% 6.7% 8.5% 14.5% 8.0% 6.6% 11.9%  

保護者回答率 12.5% 15.2% 16.1% 18.8% 11.6% 13.3% 13.1% 23.9% 20.6% 12.3% 18.5%  

 

イ お子さんの数 
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0.0%
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0.0%0.0%

計 0.6%
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0.0%
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0.4%
0.5%

0.0% 0.5% 1.0%

6人
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ウ 保護者の就労状況 

（ア） 保護者の続柄について 

  ２人目  

  父 母 いない 祖父 祖母 回答しない  

１
人
目 

父 0.7% 78.2% 0.1% 0.0% 0.1% 0.7%  

母  5.5% 7.0% 0.1% 1.2% 6.1%  

回答しない   0.0% 0.0% 0.0% 0.3%  
         

       合計 100.0% 

・本アンケートでは、保護者の続柄についての回答欄を２か所設けている。この２つの設問の

回答の組合せを集計した。集計にあたり、例えば「１人目：父、２人目：母」と「１人目：母、

２人目：父」といった同一内容かつ順不同の回答は、「１人目：父、２人目：母」の回答とし

て統一している。表中の斜線を入れた箇所は、この統一処理によって該当の回答が無くなっ

た箇所を示す。 

・灰色の箇所は、該当回答が無かった箇所を示す。 

（イ） 父親について 

a 子どもの監護の状況 

 

b 現在の就労の形態 

  

48.0%

46.6%

行っていない（同居していない等） 2.7%

その他 1.0%

回答しない 1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主体的に行っている 他に主体的に行っている人がいる

行っていない（同居していない等） その他

回答しない 作業セル

95.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

フルタイム就労中 フルタイム休業中 パートタイム就業中

パートタイム休業中 就労以外(経験有) 就労以外(経験無)

その他 未回答 作業列

0.1% 1.5%

パートタイム休業中 0.0%

0.3%

0.1%

1.0% 1.9%

94% 95% 96% 97% 98% 99% 100%
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c 現在の就労等の時間 

 

d 現在の就労等の日数 

 

e 今後の就労の意向 
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（ウ） 母親について 

a 子どもの監護の状況 

 

b 現在の就労の形態 

 

c 現在の就労等の時間 

 
  

97.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主体的に行っている 他に主体的に行っている人がいる

行っていない（同居していない等） その他

回答しない 作業列
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その他 未回答 作業列
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d 現在の就労等の日数 

 

e 今後の就労の意向 
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48.8%
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（エ）その他（父及び母以外）の保護者について 

a 子どもの監護の状況 

 

b 現在の就労の形態 

 

c 現在の就労等の時間 

 
  

6.6%

14.0%

1.5%

1.0%

76.8%
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回答しない 作業列
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その他 未回答 作業列
8
3.
4%

0
.0
%

0
.0
%

1
.1
%

0
.0
%

1
.5
%

0
.0
%

0
.0
%

1
.5
%

1
.0
%

0
.0
%

1
.0
%

2
.3
%

0
.0
%

2
.0
%

0
.0
%

1
.0
%

0
.0
%

1
.5
%

1
.5
%

1
.1
%

1
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0
.0
%

0.0%

10.0%
20.0%

30.0%

40.0%
50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

0
.0
時
間

0
.5
時
間

1
.0
時
間

2
.0
時
間

2
.5
時
間

3
.0
時
間

3
.5
時
間

4
.0
時
間

4
.5
時
間

5
.0
時
間

5
.5
時
間

6
.0
時
間

6
.5
時
間

7
.0
時
間

7
.5
時
間

8
.0
時
間

8
.5
時
間

9
.0
時
間

9
.5
時
間

1
0.
0
時
間

1
0.
5
時
間

1
1.
0
時
間

1
1.
5
時
間

1
2.
0
時
間

1
2.
5
時
間

1
3.
0
時
間

1
3.
5
時
間

1
4.
0
時
間

1
4.
5
時
間

1
5.
0
時
間

1
5.
5
時
間



59 

 

d 現在の就労等の日数 

 

e 今後の就労の意向 
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（オ） 今利用している・今後利用したい「子どもの居場所」について 

a 今利用している「子どもの居場所」について 

 

「その他」に記載のあったもの 

通常開校期 

留守番 / 自宅で1人過ごす / 祖父母の家 / 低学年は学童、6年は習い事や自宅で 1人で過ごしている 

自宅でひとりで過ごす / 祖父母宅 / 祖父母宅 / 自宅で留守番 / 放課後デイサービスで過ごす 

曜日等でまちまち / 民間学童クラブ、塾、親戚の家 / 職場 / 小5は自宅。小 1は学童 

自宅で宿題や遊んでいる / 住吉ミニバスケットボール / 放課後デイサービス / 実家 / 家でオンラインゲーム 

祖母と同居中な為、自宅で過ごす / 留守番をしたり、親と過ごしたり、友達と遊んだり様々 / 自宅 / 自宅 

祖母の仕事先 / 上の子は一人で自宅で留守番、下の子はなかよし学級で過ごす / 祖父母の家 / 自宅で一人で過ごす 

放課後等デイサービスを利用 / 家で留守番 / 放課後等デイサービス / 祖父母宅で過ごす / 祖父の家 

子どもだけ、又は大人と自宅や公園、友達の家、親戚の家 / 母子寮内 

長期休業期 

仕事が始まれば祖父母宅、児童館 / 留守番 / 自宅で留守番 / 自宅で1人で過ごす / 帰省して祖父母と過ごす 

祖父母の家 / 低学年は学童、6年は習い事や自宅で 1人で過ごしている / 県外から祖母にきてもらっている 

祖父母宅 / 児童文化センター / 自宅で子供だけで過ごす / 祖父母宅 / 午前中は学童、昼からは自宅で留守番 

放課後デイサービスで過ごす / 曜日等でまちまち / 民間学童クラブ、塾、親戚の家 / 会社で過ごす。 

職場 / 小5は自宅。小 1は学童 / 放課後デイサービス / 長期休業中ではない / 実家 / 自宅で 1人で過ごす 

家 / 祖母と同居中な為、自宅で過ごす / 留守番をしたり、祖母のうちに行ったり、親と過ごしたり様  々

自宅 / 自宅 / 祖母の仕事先 / 母親の実家 / 職場 / 放課後ディサービスにて過ごす 

上の子は自宅で一人で留守番、下の子はなかよし学級で過ごしたり、祖母が休みの日は祖母宅に二人とも預けている 

祖父母の家 / 祖父母宅で過ごしたり、祖父母宅 / 放課後等デイサービスを利用 / 家で留守番 

放課後等デイサービス / 子どもの人権広場が行うちいさいおうちを利用 / 祖父母宅で過ごす 

子どもだけ、又は大人と自宅や公園、友達の家、親戚の家 / 母子寮内 

 

  

12.4%

12.9%

19.2%

15.6%

39.7%

40.0%

15.0%

18.8%

6.5%

5.1%

2.5%

3.6%

4.7%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

長期休業期

通常開校期

公立の学童クラブ 民間の学童クラブ

自宅や公園等で家族と共に過ごす 自宅や公園等で子どもたちのみで過ごす

自宅近隣の友だちの家や親せきの家等で過ごす 塾や習い事で過ごす

その他
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b 今後利用したい「子どもの居場所」について 

 

「その他」に記載のあったもの 

通常開校期 

放課後デイ等サービスで過ごす / 家 / 祖父母の家 / 保護者のいる家で持ち回りで遊ぶ / 祖父母宅 

子どもたちだけで過ごすことはさせてない / 放課後デイサービスで過ごす /学校の校庭 

公的施設で開放されており、大人が常駐しているところが近所にあれば理想。 / 寺子屋みたいなものを開いてほしい 

住吉ミニバスケットボール / 放課後デイサービス / 放課後等デイサービス等 / 祖母の仕事先 

スポ少で週数回活動する / 歩いて行ける距離に図書館がほしい / 放課後等デイサービス / 祖父母宅 

大人が近くにおり安心して就労出来る場があれば良い / 放課後等デイサービス / 児童館 / 祖父母宅で過ごす 

専業主婦でも一時保育で学童を利用したい。以前住んでいた所では小学校にトワイライトという制度があって、年間で

数百円の保険料を払えば放課後に専任のスタッフが小学校で子供達をみてくれる。全ての小学校でトワイライトが実施

されている。 

見守り程度に大人がいるがいるがいるような状況で、子供が自由に出入りできる開放された場所があるといいなと思う。 

他県のように学校内で預かってもらう時間、クラブのようなものがあるのが理想です。（学童ではなく） 

学童クラブのような大所帯ではなく、家族構成のようなアットホームな懐いた場所が、子供に出来ると良いと考える時

がある。 

子供が自由に出入りでき、宿題なども見て貰える場所(こども未来塾のようなものが校区内に有れば(料金が掛かっても、

利用したい。 

長期休業期 

放課後デイ等サービスで過ごす / 子どもの遊び場、プレイパーク / 家族や友達とイベント等に参加する 

帰省する / 祖父母の家 / 祖父母の自宅 / 実家の両親と過ごす / 保護者のいる家庭で持ち回りで過ごす 

児童文化センター / 学校の水泳教室、補習、図書館開放等、学校施設 /放課後デイサービスで過ごす 

公的施設で開放されており、大人が常駐しているところが近所にあれば理想。 

長期休業中は夏、春、冬休みのこと？放課後がある？ / 公民館での夏休みイベントが助かっている。 

適度に友達と遊ぶ。できれば自宅以外 / 学校で過ごす / 学校学習、プール / 住吉ミニバスケットボール 

イベント等に参加する / 放課後デイサービス / 放課後等デイサービス / 母親の実家 

同じ学校の子供同士で、自由に集まって遊べるような開放された室内ができてほしい 

放課後ディサービスにて過ごす / 校区内にある大人がいる自由に出入り可能な安全な場所(公民館等) 

歩いて行ける距離に図書館がほしい / 子供のみで集まれる場が欲しい。プールを復活して欲しい。 

祖父母宅で過ごす / 放課後等デイサービス / 祖父母宅 / 家で留守番 / 放課後等デイサービス 

親戚宅に預けたり１人で大丈夫な年齢なら１人で自宅で過ごす / 祖父母宅で過ごす 

  

15.6%

14.3%

15.8%

12.2%

34.5%

31.4%

9.3%

13.5%

10.0%

7.9%

10.1%

15.1%

2.0%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

長期休業期

通常開校期

公立の学童クラブ 民間の学童クラブ

自宅や公園等で家族と共に過ごす 自宅や公園等で子どもたちのみで過ごす

自宅近隣の友だちの家や親せきの家等で過ごす 塾や習い事で過ごす

その他 作業列
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エ 保護者が利用したい「子どもの居場所」について 

注：この節に記載した各設問は、複数回答が可能な選択肢を設けており、その選択肢は、具体的な（金

額等の）選択肢と、抽象的な（「その他の意見（自由記入）」や「サービスの内容で決める」等の）

選択肢の２種類が存在します。この節の集計結果は、「具体的な選択肢」の集計結果を各表の上側に、

「抽象的な選択肢」の集計結果を各表の下側に記載しました。なお、自由記入が可能な選択肢（「そ

の他」の選択肢）に記入のあった回答は、各表の下部に記載しました。 

（ア） 金額について 

「子どもの居場所」に支払う金額（月額）の上限について 

計 無償 

のみ 

2千円 

まで 

5千円 

まで 

1万円 

まで 

1万 5千円 

まで 

2万円 

まで 

2万 5千円 

まで 
未回答 

24.4% 15.2% 19.6% 7.8% 0.9% 0.3% 0.1% 31.6% 100.0% 

        

      その他の回答（内数） 

      

サービス 

の内容で 

決める 

兄弟割や 

減免で 

決める 

その他 

      23.4% 5.6% 2.2% 

 

「その他」に記載のあったもの 

そもそも、家庭的でない場所に子供を長時間預けておきたくない。 / 小児に慣れている専門の方がいい。 

いくら金額が低くても、窮屈な部屋の中で環境の悪いところであったら、利用はしたくない。かと言って、ひとり親の給料で

は民間の学童は高額すぎて入れることが難しい。 / 今のところ利用なくても大丈夫です。 

昼食代込みであれば利用したい。 / 学校と自宅の近い場所 /不要 

親としては利用したいが、集団での行動が苦手で利用は現実的ではない為。 / 私塾に近い公営学童クラブ 

会社に連れて行けるので考えていない / 安ければ安いにこしたことはない / ありません 

自宅で、大人の家族がいる中で過ごします。 / 特にどこかに預けようと思っていません 

米子は倉吉と比べて利用料が高く、市の補助金がありません。そのため、保護者の負担が大きく他地域との差がありすぎです。 

無料有料に関わらず他に預けるつもりはない。 / 金額よりも、どのように過ごせるかを重視したい。 

大篠津地区は、送迎出来ないとの理由で民間の学童は全て断られました。なかよし学級入っていますが、核家族で両親シフト

制や三交代制の為、不在な事が多く今後は不安です。 / 四年生になったので家でよい /施設利用は考えていない 

淀江町に図書館を作ってほしい / サービス内容や金額、兄弟割等総合して考える。 
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（イ） 利用時間について 

「子どもの居場所」の利用時間について 
計 

17時まで 18時まで 19時まで 20時まで 21時まで 未回答 

26.7% 29.1% 22.9% 3.2% 0.3% 17.9% 100.0% 

       

      

その他の 

回答（内数） 

      3.0% 

 

「その他」に記載のあったもの 

午前中のみ / １３時頃まで利用したい / そもそも、家族的な雰囲気でないところに、子供を長時間預けておきたくない。 

～３時位 / 保護者が帰宅するまで / 夕方５時半頃まで / 内容による。1~2時間や、半日のみ利用などでもよい。 

お昼まで / 14～15時で十分 / なし / 16時頃から場合によっては１７時半頃まで利用したい 

特になし / 16時くらいまで / 16時頃 / 1時間刻みでその日、その時の状況に応じて利用時間を決めたい 

日によって予定が異なるので週に 3日等など対応してくださるとありがたい /今のところ考えていない為 

低学年のうちは就労後迎えに行くまで見てもらえると安心する / 長期休暇中のみ利用したい 

今は別にいい。しかし、数年前だたら 19時 / 15時まで / ありません / 特に利用を考えていません 

放課後に塾として利用し終わる時間はあまり関係ない / 仕事が終了するまで。 

これまで利用したこともなく今後も預けるつもりはない。 / 15時、16時頃まで / 16時ごろまで 

民間の学童を利用したいが、迎えに行くのが難しいので なかよし学童しか利用できない。時間は 17時までで良いですが 

低学年のうちはお迎えが必要だと思うので、19時過ぎまで利用したい。中学年以降に家で少し留守番ができるようなら 17時

までで歩いて帰って来るのでも良い。 
 

（ウ） 利用曜日について 

 

  

3.4%

3.4%

10.7%

59.7%

59.2%

58.3%

60.0%

59.9%

10.0%

6.4%

18.5%

12.3%

12.8%

11.8%

11.6%

12.5%

12.6%

12.6%

17.7%

3.9%

3.6%

4.4%

3.7%

3.3%

63.3%

66.5%

41.9%

11.5%

11.6%

12.8%

11.8%

12.0%

10.8%

11.2%

11.2%

12.6%

12.9%

12.7%

12.9%

12.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

祝

日

土

金

木

水

火

月

毎週利用したい ときどき利用したい（２週に１回程度等）

ほとんど利用しない（月に１回あるかないか程度） まったく利用しない

回答しない 作業列
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（エ） 所在地について 

「子どもの居場所」の所在地について 

計 小学校の 

敷地内 

小学校から 

概ね 1km圏内 

（※１） 

小学校から 

概ね 1km超 

（※２） 

自宅 

自宅近隣の 

友だちの家や 

親せきの家 

未回答 

30.4% 28.6% 16.8% 9.3% 2.8% 12.2% 100.0% 

       

※１ 学校から子どもが徒歩で通える圏内  その他の 

回答（内数） ※２ 学校から子どもが徒歩で通えないが、送迎サービスがある場所  

      2.4% 

 

「その他」に記載のあったもの 

回答無し / スポーツなどの習い事をさせたい / 近所の公民館等 / 子どもが自転車、公共交通機関で通える範囲内 

送迎があれば距離は問わない / 自宅から歩いて10分圏内 / 職場の近く / 自宅と職場の間 

米子市立図書館が遠いから学校の図書館を５時まで空けてほしい / 職場と自宅の間にあること / ありません 

グランドを開放して欲しい / 利用しない。 / 公共交通機関で行ける駅、バス停の近くなど 

放課後等デイサービス / 自宅から子どもが歩いて通える / 図書館であれば、親子で利用したい。 / 祖父母宅 

皆生温泉のちいさいおうち 

 

（オ） 具体的な施設（建物）の種類について 

「子どもの居場所」の具体的な施設（建物）の種類について 

計 

学校内 屋外（公

園等） 

公民館、

児童館

（※） 

民間学童

クラブ 

塾、習い

事等 

自宅 自宅近隣

の友だち

の家及び

親せきの

家 

未回答 

公立学童

クラブ 

グラウン

ド、教室 

21.9% 12.7% 3.6% 10.8% 16.0% 9.3% 8.2% 2.5% 14.9% 100.0% 

          

※ 学童クラブを除く 
 その他の 

回答（内数） 

      0.5% 

 

「その他」に記載のあったもの 

放課後デイ等サービス / 放課後等デイサービス / 放課後デイサービス / 放課後デイサービス 

放課後デイサービス / 校区外申請をした家庭でも公立で利用しやすいシステムがあるといい。 

交番や駐在所、警察署といった、信頼のできる人がいる官公署 /長期休みに学校で過ごせたらうれしい 

アレルギー対応等配慮が必要な子供も安全に利用できる（看護師がいる、おやつは提供されないなど） 

放課後デイサービス / ありません / 利用しない。 / 放課後等デイサービス / 質問の意味がんからない 

川崎市の子ども夢パークのような所。そこは、学校に行けなくなった子ども行け、細かなルールもなく、子ども達が自

分の責任でのびのびと過ごせる場所です。是非参考にしてもらいたいです。 

図書館を新設してほしい /放課後等デイサービス / ○○○宅（※） 

※個人名と思われる記載であったため当該箇所を○字で伏せました。 

  



65 

 

（カ）利用を開始・終了する学年 

  
利用終了の学年 

  
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 未回答 

回答 

しない 計 

利
用
開
始
の
学
年 

１年生 0.0% 0.9% 10.4% 12.7% 2.5% 37.9% 0.2% 2.1% 66.7% 

２年生 0.0% 0.2% 0.5% 0.6% 0.0% 3.0% 0.3% 0.1% 4.7% 

３年生 0.0% 0.0% 0.2% 0.3% 0.8% 2.7% 0.1% 0.1% 4.0% 

４年生 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.1% 1.9% 0.0% 0.0% 2.0% 

５年生 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 1.4% 

６年生 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 0.4% 0.9% 

未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 9.5% 0.0% 9.8% 

回答 

しない 
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.4% 1.1% 9.0% 10.5% 

計 0.0% 1.2% 11.1% 13.6% 3.3% 48.0% 11.2% 11.7% 100.0% 

注：灰色の箇所は該当回答が無かった箇所を示す。 

オ 子どもが利用したい「子どもの居場所」について（子ども向け調査） 

  
希望する「子どもの居場所」 

  公
園
な
ど
で
、子
ど
も
だ
け
で
遊
ん

で
過
ご
し
た
い 

友
だ
ち
や
親
せ
き
の
家
な
ど
、大
人

の
人
が
近
く
に
い
る
場
所
で
遊
ん

で
過
ご
し
た
い 

家
に
帰
っ
て
、
一
人
だ
け
で
、
ま
た

は
子
ど
も
だ
け
で
過
ご
し
た
い 

家
に
帰
っ
て
、大
人
の
人
と
一
緒
に

過
ご
し
た
い 

学
童
ク
ラ
ブ
に
通
い
た
い 

塾
や
習
い
事
に
通
い
た
い 

未
回
答 

計 

現
状
の
「
子
ど
も
の
居
場
所
」 

公園などで、子どもだけで遊んで

います 
5.2% 1.2% 0.5% 1.8% 0.4% 0.6% 0.1% 9.9% 

友だちや親せきの家など、大人の

人が近くにいる場所で遊んでい

ます 

1.4% 4.5% 1.0% 1.9% 0.3% 0.3% 0.1% 9.5% 

家に帰って、一人だけで、または

子どもだけで過ごしています 
3.0% 1.5% 4.6% 4.1% 0.6% 0.8% 0.1% 14.6% 

家に帰って、大人の人と一緒に過

ごしています 
5.0% 3.9% 1.8% 16.1% 0.6% 1.5% 0.1% 29.0% 

学童クラブに通って過ごしてい

ます 
5.1% 2.8% 1.7% 5.8% 9.9% 1.5% 0.0% 26.7% 

塾や習い事に通って過ごしてい

ます 
2.2% 1.3% 1.4% 2.4% 0.5% 2.2% 0.1% 10.2% 

未回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.1% 

合計 21.9% 15.2% 11.1% 32.1% 12.4% 6.8% 0.5% 100.0% 
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カ 朝の子どもが通学するときの家庭の状況（子ども向け調査） 

 

 大人の家族は 

家にいて、 

見送って 

くれます 

大人の家族と 

一緒に 

家を出ます 

家を出るときに 

大人の家族は 

いません 

回答しない 未回答 計 

1年生 74.0% 25.5% 0.0% 0.5% 0.0% 100.0% 

2年生 70.8% 27.9% 1.2% 0.0% 0.0% 100.0% 

3年生 84.2% 9.7% 6.1% 0.0% 0.0% 100.0% 

4年生 72.7% 23.3% 3.1% 0.8% 0.0% 100.0% 

5年生 83.4% 8.6% 7.0% 0.0% 1.1% 100.0% 

6年生 75.3% 20.3% 4.4% 0.0% 0.0% 100.0% 

未回答 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

全学年平均 77.1% 18.9% 3.6% 0.2% 0.2% 100.0% 

  

74.0%

70.8%

84.2%

72.7%

83.4%

75.3%

77.1%

25.5%

27.9%

9.7%

23.3%

8.6%

20.3%

18.9%

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生

全学年平均

大人の家族は家にいて、見送ってくれます 大人の家族と一緒に家を出ます

家を出るときに大人の家族はいません 回答しない

未回答 作業列
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４ 参考データ 

（１）女性の労働力率（米子市：国勢調査） 

 

（２）０－６歳の子どものいる世帯の推移（米子市：国勢調査） 
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